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 本発表は、フランス語前置詞句 à l’avance を、d’avance と⽐較することを通して論ずるこ
とを⽬的とする。これらの句は辞書において成句表現として記述され、同義として扱われる
こともある⼀⽅、これまでの先⾏研究によって差異が存在することも明らかになっている。
例えば構⽂的な特徴として、à l’avance のみが trois jours à l’avance のような「時間を指⽰す
る表現 (une indication de temps)」との共起が可能であること、d’avance のみが c’est fichu / 

perdu / joué / plié d’avance といった表現を容認することなどが指摘されている。しかし、こ
れらの共起制限がなぜ起こるのかという点に関しては⼗分な議論がなされておらず、より詳
しい分析を⾏う必要がある。 

 本発表の流れとしては、はじめに先⾏研究の検討を⾏う。とりわけ à l’avance と d’avance

の差異を「ずれ (décalage)」への観点の違いに還元している Bottineau et Do-Hurinville (2015) 

に注⽬し、この研究ではそもそも à l’avance や d’avance における「ずれ」とは何と何のずれ
なのかが明確に定義されていないことを問題点として挙げる。次に、à l’avance は何と何の
「ずれ」を表しているのかという問いを出発点として発話の分析を⾏うが、その際前置詞が 

[X prep. Y] という形式における X と Y 間の関係を⽰す「関係辞 (relateur)」としての機能を
持つことを考慮する。したがって本発表では [X à l’avance] という構造において、前置詞 à

が関係づける X と、Y に値する名詞 avance がどのような性質を持っているかという観点か
ら、à l’avance のずれを「事⾏ (procès)」と「基準点 (repère / localisateur de référence)」のず
れであるという仮説を⽴て、「時間を指⽰する表現」と à l’avance の共起に関する解釈を⾏
う。最後に、C’est perdu d’avance と Merci d’avance における d’avance が、なぜ à l’avance と
交替できないのかということを問いとし、d’avance における「ずれ」の性質との差異を分析
することで、à l’avance に関する仮説の検証を⾏う。 
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